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７月１１日（木）、創立１５０周年記念式典を開催しました。保護者の方々だけで

なく、学校運営協議会や各自治会長、民生児童委員の皆さんをはじめ、沢山の地域

の方々にも参加していただき、創立１５０周年のお祝いをすることができました。 

来賓の皆様の温かい心のこもったメッセージには感動しました。また、３年生の

学習発表「じまん発見！校区たんけん！」では、地域にある史跡紹介や「垂水」の地

名の由来などを学びました。ハッピータイム「吉田さんちの大道芸」では、児童も

皿回しに参加し、見事、大成功を収めました。最後の全員合唱では、みんなで「ふる

さと」を歌い、会場が一体となり、心温まる式典を終えることができました。 

次は、５０年後の創立２００周年記念式典となることでしょう。参加した子ども

たちは、六十歳ぐらいかな？次の記念式典では、「５０年前は〇〇だった！」と次の

世代に語り継いでもらいたいものです。 

式典開催に向けて、沢山の方々に助けていただきまして、ありがとうございまし

た。これからも、どうぞ「藤っ子」たちを、温かく見守っていただきますよう、どう

ぞよろしくお願いします。 
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学校から家庭と地域の皆様へ 

記念式典実行委員会 会長 平中 様あり
がとうございました。 

児童会 会長田中さんが目録を受け取り
ました。 

津市長 前葉 泰幸 様 ありがとうございま
した。 

創立１５０周年記念式典が盛大に行われました！ 

３年生が、地域学習の成果を発表しました。
全員がセリフを言えました。 



 

 

 

 

 

１学期、授業参観や運動会、田植えや地域学習等、たくさんの学校行事や学級活

動がありましたが、皆様のご支援とご協力のおかげで、子どもたちは楽しく１学期

を終了し、４４日間の夏休みを迎えることができます。 

この夏休みは、日ごろ経験できないことに挑戦したり、体験したりしながら、充

実した楽しい夏休みを過ごしてほしいと思います。９月２日（月）は、元気に登校

して、夏休みのお話を聞かせてくださいね。 

ある新聞記事を読んでいて、こんな一文を見つけました。 

『現代の子どもは、ものや情報が足りなくて困ったり、不足を自分で補ったりす

る経験が少ないと感じます。仕方がないことですが、ものや情報があふれている状

況では、自発的な思考が生まれづらいことも事実です。では、そんな子どもに自ら

考えてもらうにはどうすればよいのでしょうか？ 

設定した課題に関するヒントを与えず、子どもにとって不便な状況を作りま

す。・・・『「足りない」「困った」という状況になって初めて、子どもは自ら知恵を出

そうとします。「不便益」という考え方です。』 

ものであふれる現代からこその学び方かもしれません。あえて手間ひまをかけて

頭を使うことでしか得られない楽しさを、比較的時間にゆとりのある夏休みに味わ

ってみてはいかがでしょうか。この「不便益」から子どもの思考が始まることでし

ょう。 

 

≪お知らせ≫ 

＊8月13日（火）～16日（金）の期間について 

校務休止日となります。この期間におきまして、学校への緊急連絡が生じた場合は、 

下記へお電話いただきますようお願いします。 

          津市教育委員会事務局学校教育課 

Tel ２２９－３２４４ 

６年生の言葉をうけて、「ふるさと」をみ
んなで合唱しました。 

「吉田さん家の大道芸」に児童が参加し
ました。皿回し大成功！ 

不便益（ふべんえき） 

１学期、ありがとうございました 


